
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２０１２年１月２９日              NO,２８９ 

 

 旧赤城根村の村誌である「わが 

赤城根村」には、「赤城川の中流に 

滝あり。一を銚子の滝、二を五郎 

の滝、三を大滝といい」と書かれ 

ていますが、赤城川にはこの他に 

も「中滝」があり、「赤城四滝」と 

よぶ人もいます。 

 砂川大滝は、砂川の集落をすぎ、 

赤城西麓用水の導水管近くから川 

に下り、川を上っていくと正面に 

砂川大滝があらわれます。 

 落差２０㍍、幅５㍍で、４っの滝の中ではもっとも大きく、

水が堂々と落ち、まわりの草木にしぶきが飛んでいます。 

                 ゴロスの滝の名は、「わ 

                が赤城根村」にはありませ

んが、砂川大滝の上流にあ

ることから、五郎の滝がゴ

ロスの滝ではないかと思

われますが、名前の由来な

どを含め詳細は不明です。 

                 落差 8 ㍍、幅 10 ㍍で、

三条に流れる滝です。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
野
田
内
閣
と
民
主
党
は
、
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
を
推
進
す
る
大
き
な
理
由
と

し
て
、
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
大
な
ど
を
あ
げ
、「
負
担
を
将
来
に
先
送
り
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
主
張
し
、
あ
た
か
も
将
来
世
代
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
消
費
税
増
税
・
社
会
保
障
削
減
の
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一
体
改
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は
、
将
来
世
代
に
も
容
赦
が
な
く
、
悪
政

を
実
行
す
る
た
め
に
、
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将
来
世
代
の
た
め
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な
ど
と
国
民
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あ
ざ
む
く
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
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社
会
保
障
改
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と
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費
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倍
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を
同
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一
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改
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は
、
低
年
金
に
苦
し
む
高
齢

者
や
不
安
定
雇
用
が
半
数
を
超
え
る
若
者
、
子
育
て
世
代
に
も
消
費
税
の
増
税
が
襲
い
か
か
り
、
全
世
代

に
負
担
を
強
い
、
年
金
の
カ
ッ
ト
と
支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
は
、
将
来
世
代
に
犠
牲
を
押
し
つ
け
、
保
育 

 
 

 
 

 

制
度
の
改
悪
は
、
子
育
て
世
代
を
脅
か
し
ま
す
。 

 

不
要
不
急
の
大
型
公
共
事
業
を
見
直
し
、
大
企
業
・
大
資
産
家
に
応
分
の
負
担
を
求

め
財
源
を
確
保
し
、
ど
の
世
代
も
安
心
で
き
る
社
会
保
障
の
構
築
こ
そ
必
要
で
す
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 第４４回沼田市子ども会上毛かるた大会が２２日、沼

田小学校屋内運動場で開かれ、団体戦（小学校低・中・

高学年、中学生）と個人戦（小学校１年から６年、中学

生）に３８チーム、１２９人が参加しました。 

 団体戦で優勝した、高橋場町Ｂ（小学校中学年）、坊

新田町Ｂ（小学校高学年）、鍛冶町Ａ（中学生）と個人

戦で優勝した、小学４年生の中村華さん（材木町）、小     

学６年生の見城晴香さ

ん（薄根町）、中学生の

茂原颯大さん（材木町）

が、２月１１日群馬武道

館でおこなれる県大会

に出場します。 

 沼田市議会では、「議会運営に関する検討委員会」を全会派（５会派と２

名の１人議員）の参加により設置し、１７日に第１回目の会議を開き、２

年前に設置された「議会の活性化に関する検討委員会」で協議された項目

などについて検討しました。 

 沼田市議会の一般質問は、所属する会派の人数や議員 

の期数などに関係なく、質問を希望する議員はだれでも 

おこなうことができます。 

 議員一人一人が市民の期待にこたえるため、議場で質 

問できるよう努力するとともに、議員がさらに活動しや 

すい議会運営を検討することが必要ではないでしょうか。 

 今年中に数え１０１歳以上となる長寿、１００歳になる百寿、９９歳に

なる白寿の高齢者を祝う、高齢者慶祝事業がおこなわれます。 

          今年中に長寿を迎える人は３３人、百寿を迎える人

は１７人、白寿を迎える人は２５人です。 

          ２月２日に市長と社会福祉協議会長が対象者を訪問

し、祝意を伝えます。 

 


